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同
法
人
は
追
手
門
学
院
大

（
大
阪
府
茨
木
市
）
や
追
手
門

学
院
大
手
前
中
・
高
校
（
大
阪

職員らに対する主な発言
（訴状に基づく）

＜職員研修での講師の発言＞ ~

・あなたのように腐ったミカンをおいてお

くわけにはいかない。頑張ろうとしてい

るミカンも腐ってしまう。

・人生の天国と地獄を自分なりに生きてき

たという重みと存在感を全く感じない。

・私が執行部の立場だったら、あなたはい

らない。

・老兵として去ってほしい。

‘明確に負のオーラばっかり。

・賞味期限切れちゃったかな。

＜面談での理事長の発言＞

． 「退職勧奨を今後一切するな」とかね、

そんな話はもうやめてくれ。

．しばらく見るで、あなたの行動。出なか

ったら、もう従来通りの3月末退職勧奨

ね。

・もつとね、自分の能力を生かすところ、

職場もあるでしょう、という話をしてい

る。

・仕事してくれないのだったらいらない。

その域を今の段階で超えていないのだっ

たら、やはり辞めろと言うしかない。

・真面目に仕事をやっているだけではいら

ない。

職
臺
研
修
で
「
腐
っ
た
ミ
カ
ン
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
退
職
を
繰
り
返
し
迫
ら
れ
た
の
は
違
法

曾

て

覚

だ
と
し
て
、
学
校
法
人
「
追
手
門
学
院
」
（
大
阪
市
）
の
男
性
職
員
ら
３
人
が
塑
日
、
同
法
人

や
研
修
を
実
施
し
た
会
社
な
ど
に
計
約
２
２
０
０
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
え
を
大
阪
地

裁
に
起
こ
し
た
。
３
人
は
研
修
後
に
う
つ
病
を
発
症
す
る
な
ど
し
て
休
職
し
て
お
り
、
「
人
格

を
否
定
す
る
発
言
で
退
職
を
強
要
さ
れ
た
」
な
ど
と
訴
え
て
い
る
。

腐
っ
た
ミ
カ
ン

一
研
修
で
退
職
強
要
」
提
訴

大
阪
追
手
門
学
院
職
員
ら

市
）
な
ど
を
運
営
。
３
人
は
如

代
で
、
大
学
教
務
課
や
中
・
高

校
の
事
務
室
に
勤
務
し
て
い

た
。

訴
状
に
よ
る
と
、
法
人
は
２

０
１
６
年
６
月
、
「
『
求
め
ら

老
兵
と
し
て
去
っ
て
ほ
し
い

輝驚 れ
る
職
員
像
』
に
達
し
て
い
な

い
方
に
は
今
後
の
職
の
あ
り
方

も
ご
検
討
い
た
だ
く
」
な
ど
と

職
舅
ら
に
通
知
し
た
。

そ
の
後
、
法
人
幹
部
が
３
人

と
面
談
し
、
「
能
力
が
不
十
分
」

な
ど
の
理
由
で
翌
年
３
月
末
で

蕊

蕊鐸

；
輯

蕊蕊
の
退
職
を
勧
め
た
。
そ
の
上
で
、

~
「
最
後
の
機
会
」
と
し
て
研
修

を
受
講
し
、
改
善
が
見
込
ま
れ

な
け
れ
ば
退
職
勧
奨
を
受
け
入

れ
る
よ
う
指
示
し
た
。

研
修
は
陥
年
８
月
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
「
プ
レ
イ
ン
ア

カ
デ
ミ
ー
」
（
室
宗
）
が
実
施

し
、
３
人
を
含
む
職
員
肥
人
が

参
加
し
た
。
「
自
律
的
キ
ャ
リ

ア
形
成
研
修
」
と
称
し
、
昼
休

憩
を
除
く
１
日
８
時
間
の
日
程

で
５
日
間
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
１
人
ず
つ
自
己
改
麺
輔
い
蕊
鷆
》
織
一

革
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
発
表
。
す
た
め
に
も
提
訴
に
踏
み
切
っ
一
室
一

同
社
の
男
性
講
師
は
講
評
の
中

た
」
と
話
し
た
。

で
、
「
腐
っ
た
ミ
カ
ン
を
お
い
法
人
は
「
訴
状
が
届
き
次
第
、
一
~

王
舜
澤
坤
師
岐
率
郡
唖
竜
斗
誉
銅
晴
壼
確
認
や
、
銅
恥
毒
》
一
一
~

毛

態

＃

‘鳶堂
麹蕊

蕊

暁＆判

兵
と
し
て
去
っ
て
ほ
し
い
」
な
一

ど

と

発

言

し

た

。

さ
ら
に
、
３
人
は
研
修
後
、
｜
↑
一

法
人
幹
部
と
の
面
談
に
個
別
に

一

呼
び
出
さ
れ
た
。
退
職
勧
奨
を
一

や
め
る
よ
う
求
め
た
が
、
弁
護
一

椎
韮
毒
栖
函
訓
輻
韮
掘
罐
睾
罎
一

て
く
れ
」
「
仕
事
し
て
く
れ
な

い
の
だ
っ
た
ら
い
ら
な
い
」
な
一
一

ど
と
発
言
し
た
と
い
う
。
α

を
謡
画
魂
調
確
率
恥
で
緬
坤
病
一

う
ち
１
人
は
休
職
期
間
が
満
了
壱

し
た
と
し
て
解
雇
さ
れ
た
。
提
一

訴
後
、
大
阪
市
内
で
記
者
会
見

一

し
た
原
告
の
一
人
は
「
研
修
で
一
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提訴後、記害会見する学校法人「追手門学院｣の遥
職員ら＝大阪市内で24日、服部陽撮影 一
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